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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タール及び／又は原油由来の成分を含むｏ／ｗ型エマルションを油水分離する方法にお
いて、
　該ｏ／ｗ型エマルションが、安水、常圧蒸留装置、ＦＣＣ、ＲＦＣＣ、デソルター排水
であり、
　該ｏ／ｗ型エマルションにフェノール系樹脂のアルカリ水溶液と凝結剤とを添加するこ
とを特徴とするｏ／ｗ型エマルションの油水分離方法。
【請求項２】
　請求項１において、前記凝結剤が有機凝結剤であることを特徴とするｏ／ｗ型エマルシ
ョンの油水分離方法。
【請求項３】
　請求項１又は２において、前記ｏ／ｗ型エマルションが安水であることを特徴とするｏ
／ｗ型エマルションの油水分離方法。
【請求項４】
　タール及び／又は原油由来の成分を含むｏ／ｗ型エマルションの油水分離剤において、
　該ｏ／ｗ型エマルションが、安水、常圧蒸留装置、ＦＣＣ、ＲＦＣＣ、デソルター排水
であり、
　フェノール系樹脂のアルカリ水溶液と凝結剤とを含むことを特徴とするｏ／ｗ型エマル
ション用油水分離剤。
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【請求項５】
　請求項４において、前記凝結剤が有機凝結剤であることを特徴とするｏ／ｗ型エマルシ
ョン用油水分離剤。
【請求項６】
　請求項４又は５において、前記ｏ／ｗ型エマルションが安水であることを特徴とするｏ
／ｗ型エマルション用油水分離剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製鉄所コークス炉で発生する廃安水、製油所の常圧蒸留装置、ＦＣＣ、ＲＦ
ＣＣ、デソルター排水などの、タールや原油由来の成分がｏ／ｗ型エマルション（水中油
滴型エマルション）を形成している水を効率的に油水分離する油水分離方法と油水分離剤
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　製鉄所ではコークス炉から発生するガスに安水を散水して、ガスを精製、冷却してコー
ルタールを回収している。このガスには石炭乾留時に発生した水分も含まれるため、散水
された安水の水量が次第に増加することから、余剰分（廃安水）は排水処理設備に回され
る。この廃安水の排水処理設備にはアンモニアストリッパーが設置されているが、廃安水
は、油分（コールタール）がｏ／ｗ型エマルションを形成した排水であるため、油分の分
離が難しく、油分量が多いとストリッパー内に付着して差圧が上昇するなど、安定運転を
阻害する問題がある。
　製油所の常圧蒸留装置、ＦＣＣ（流動接触分解装置）、ＲＦＣＣ（残油流動接触分解装
置）、デソルターからも同様に原油由来の油分がｏ／ｗ型エマルションを形成した排水が
排出され、その排水処理設備のストリッパーにおいて、上記と同様の問題があり、ストリ
ッパーの上流に設置されている油水分離槽における油分の分離が不十分であるとストリッ
パーの油汚れの原因となる。
【０００３】
　ストリッパー内に付着したタールを、安水とコールタールの混合物を用いて洗浄除去す
る方法（特許文献１）が提案されているが、操業中に洗浄することは難しく、洗浄後、次
の洗浄までの間に油分の付着で汚れが進行してしまう問題がある。
【０００４】
　このようなことから、ストリッパーの前段で油分を十分に除去することが望まれる。
【０００５】
　従来、油分を含む排水（ｏ／ｗ型エマルション）の油水分離方法として、次のようなも
のが提案されているが、いずれも課題を残すものである。
【０００６】
（１）　ｏ／ｗ型のエマルション系廃水に無機凝結剤からなる又は無機凝結剤を主体とし
て高分子凝結剤を含有する廃水処理剤を添加混合してマクロフロックを生成させて、該マ
クロフロックを除去分離する方法であって、更にベントナイトを併用する方法（特許文献
３）。即ち、無機凝結剤や、無機凝結剤と高分子凝結剤だけではエマルション粒子の凝集
が難しく、油水分離が不十分であるため、この方法では更にベントナイトを添加し、ベン
トナイトを凝集の核として分離を促進させているが、ベントナイトは無機物質であり、分
離した油の不純物となる。分離した油は再利用されるため、無機物質の混入は好ましくな
い。
【０００７】
（２）　吸着剤、具体的には、活性炭や活性コークスなどの多孔性材料を用いて油分を吸
着除去する方法（特許文献２）。この方法では、油分濃度が低い場合に十分に除去するこ
とができず、低濃度の油分の除去には不適当である。
【０００８】
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　なお、本発明で用いるフェノール系樹脂は、化学工場、半導体工場、食品工場、紙・パ
ルプ工場、印刷工場、自動車工場などの一般工場から排出される排水、し尿処理場、下水
処理場からの生物処理水などの排水や用水の凝集処理剤として、或いは湿式塗装ブース循
環水の処理剤として公知のものであるが（例えば、特許文献４～６）、製鉄所コークス炉
で発生する廃安水や、製油所の常圧蒸留装置、ＦＣＣ、ＲＦＣＣ、デソルター排水などの
、タールや原油由来の成分がｏ／ｗ型エマルションを形成している水の油水分離効果に優
れることは知られていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平０８－１９８６１９号公報
【特許文献２】特開２０１０－２７９８７７号公報
【特許文献３】特開２００２－２５４０７２号公報
【特許文献４】特開２０１３－２５５９２３号公報
【特許文献５】特開２０１２－２１０６１３号公報
【特許文献６】特開２０１１－１９４３０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上記の通り、従来法では、ｏ／ｗ型エマルションを効率的に油水分離することができな
いことから、排水ストリッパー内に油汚れが付着堆積し、操業上、差圧上昇等の不具合が
発生する、廃水処理の負荷が大きいといった課題があった。
【００１１】
　本発明は、上記従来の問題を解決し、製鉄所コークス炉で発生する廃安水や、製油所の
常圧蒸留装置、ＦＣＣ、ＲＦＣＣ、デソルター排水などの、タールや原油由来の成分がｏ
／ｗ型エマルションを形成している水を効率的に油水分離する方法と、そのための処理剤
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者は、上記課題を解決すべく、鋭意検討を重ねた結果、これらのｏ／ｗ型エマル
ションにフェノール性水酸基を有する高分子を添加することにより、好ましくは更に凝結
剤を併用することにより、効率的に油水分離を行えることを見出した。
【００１３】
　本発明はこのような知見に基づいて達成されたものであり、以下を要旨とする。
【００１４】
［１］　タール及び／又は原油由来の成分を含むｏ／ｗ型エマルションを油水分離する方
法において、該ｏ／ｗ型エマルションが、安水、常圧蒸留装置、ＦＣＣ、ＲＦＣＣ、デソ
ルター排水であり、該ｏ／ｗ型エマルションにフェノール系樹脂のアルカリ水溶液と凝結
剤とを添加することを特徴とするｏ／ｗ型エマルションの油水分離方法。
【００１６】
［２］　［１］において、前記凝結剤が有機凝結剤であることを特徴とするｏ／ｗ型エマ
ルションの油水分離方法。
【００１７】
［３］　［１］又は［２］において、前記ｏ／ｗ型エマルションが安水であることを特徴
とするｏ／ｗ型エマルションの油水分離方法。
【００１８】
［４］　タール及び／又は原油由来の成分を含むｏ／ｗ型エマルションの油水分離剤にお
いて、該ｏ／ｗ型エマルションが、安水、常圧蒸留装置、ＦＣＣ、ＲＦＣＣ、デソルター
排水であり、フェノール系樹脂のアルカリ水溶液と凝結剤とを含むことを特徴とするｏ／
ｗ型エマルション用油水分離剤。
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【００２０】
［５］　［４］において、前記凝結剤が有機凝結剤であることを特徴とするｏ／ｗ型エマ
ルション用油水分離剤。
【００２１】
［６］　［４］又は［５］において、前記ｏ／ｗ型エマルションが安水であることを特徴
とするｏ／ｗ型エマルション用油水分離剤。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、製鉄所コークス炉で発生する廃安水、製油所の常圧蒸留装置、ＦＣＣ
、ＲＦＣＣ、デソルター排水などの、タールや原油由来の成分がｏ／ｗ型エマルションを
形成している水を、短時間で効率的に油水分離することができ、油分の混入の少ない処理
水を得ることができる。
　このため、本発明により油水分離を行って得られた分離水を、更に、ストリッパー等の
後段設備で処理する場合に置いて、これらの設備における油分付着による汚染、それに起
因する差圧上昇等の問題を防止することができ、長期に亘り安定運転を行うことができる
。また、これらの設備の洗浄頻度を軽減して運転効率の向上、運転コストの低減を図るこ
とができる。
　また、フェノール系樹脂は無機物質ではないため、分離油分に混入しても問題なく分離
油分を再利用することができる。
【００２３】
　本発明においては、特にフェノール系樹脂と共に凝結剤を併用することにより、より一
層油水分離を促進して油水分離に要する時間を短縮することができるが、その際に、凝結
剤として有機凝結剤を用いた場合には、処理薬剤をすべて有機薬剤とすることで、分離さ
れた油分への無機物質の混入の問題がなく、分離油分の有効再利用が可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００２５】
［ｏ／ｗ型エマルション］
　本発明で処理対象とするｏ／ｗ型エマルションは、タール及び／又は原油由来の成分を
含むｏ／ｗ型エマルションであって、具体的には、製鉄所コークス炉で発生する廃安水や
、製鉄所コークス炉で使用されている安水（例えば、製鉄所コークス炉の安水循環ライン
から取り出された安水）などの油分を捕捉した安水、製油所の常圧蒸留装置、ＦＣＣ、Ｒ
ＦＣＣ、デソルター排水などが挙げられ、特に廃安水、即ち、前述の通り、コークス炉か
ら発生するガスに安水を散水してガスを精製、冷却する工程で回収される廃安水、あるい
は廃安水を含む循環安水などの、ガスの精製、冷却に使用されることにより油分を捕捉し
た安水、あるいはこのような安水を含む水の油水分離に好適であり、通常、油水分離対象
となるこのような安水の油分濃度は０．００１～０．５重量％程度である。
【００２６】
　本発明においては、フェノール系樹脂を用いることで、このようなｏ／ｗ型エマルショ
ンを効率的に油水分離することができることから、処理対象ｏ／ｗ型エマルションの油分
含有量には特に制限はなく、油分濃度１０～６０重量％程度の高濃度ｏ／ｗ型エマルショ
ンから、油分濃度１～１０００ｍｇ／Ｌ程度の低濃度ｏ／ｗ型エマルションまで、幅広い
油分濃度のｏ／ｗ型エマルションを効率的に油水分離することができる。
【００２７】
［フェノール系樹脂］
　本発明において、フェノール系樹脂（フェノール性水酸基を有する高分子）としては、
フェノール、クレゾール、キシレノール等のフェノール類とホルムアルデヒド等のアルデ
ヒドとの縮合物あるいはその変性物であって、架橋硬化する前のフェノール系樹脂が挙げ
られる。具体的にはフェノールとホルムアルデヒドとの縮合物、クレゾールとホルムアル
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デヒドとの縮合物、キシレノールとホルムアルデヒドとの縮合物、これらのフェノール系
樹脂をアルキル化して得られるアルキル変性フェノール系樹脂、ポリビニルフェノール、
及びポリオキシアルキレン基等の置換基を有するフェノール系樹脂などを挙げることがで
きる。これらのフェノール系樹脂はノボラック型であってもレゾール型であっても良い。
フェノール系樹脂の重量平均分子量は３０００以上、例えば５０００～１０００００程度
であることが好ましい。分子量の小さいフェノール系樹脂では良好な油水分離効果を得る
ことができない場合があり、分子量の過度に大きいフェノール系樹脂は、安定性、取り扱
い性の面で好ましくない場合がある。
【００２８】
　フェノール系樹脂は１種のみを用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００２９】
　これらのフェノール系樹脂は水に難溶であるので、水に溶解可能な溶媒に溶解ないし分
散させるなどして溶液状又はエマルションとして用いるのが好ましい。使用される溶媒と
してはアセトン等のケトン、酢酸メチル等のエステル、メタノール等のアルコール等の水
溶性有機溶媒、アルカリ水溶液、アミン等が挙げられるが、水酸化ナトリウム水溶液や水
酸化カリウム水溶液などのアルカリ水溶液に溶解して用いるのが好ましい。
【００３０】
　フェノール系樹脂をアルカリ水溶液として用いる場合、このアルカリ水溶液はアルカリ
剤濃度１～２５重量％、フェノール系樹脂濃度１～５０重量％の範囲とすることが好まし
い。
【００３１】
　フェノール系樹脂の添加量は、用いるフェノール系樹脂の種類やｏ／ｗ型エマルション
の油分濃度、後述の凝結剤の併用の有無等によって異なるが、ｏ／ｗ型エマルションに対
し有効成分量（樹脂固形分量）として、通常０．１～２００ｍｇ／Ｌ、好ましくは１～１
００ｍｇ／Ｌ、特に好ましくは２～２０ｍｇ／Ｌであって、ｏ／ｗ型エマルション中の油
分に対して通常１～５００重量％、好ましくは１０～２００重量％である。フェノール系
樹脂の添加量が上記下限より少ないと十分な油水分離効果を得ることができない。一方、
その添加量が過度に多くても油水分離効果の更なる向上は難しい場合が多く、発泡などの
問題が発生することがある。
【００３２】
　フェノール系樹脂をｏ／ｗ型エマルションに添加した後は所定時間、例えば１秒～１０
分程度撹拌し、その後静置する。本発明によれば、フェノール系樹脂による優れた油水分
離作用で、１時間程度の静置により油水分離効果が得られ、２時間以上の静置によってよ
り良好な油水分離効果が得られる。従って、この静置時間は１時間以上とすることが好ま
しい。
　なお、このときの処理温度には特に制限はないが、廃安水のように低融点のコールター
ル分を含むｏ／ｗ型エマルションであれば、３０～８０℃程度とし、製油所から排出され
る石油由来の油分を含むｏ／ｗ型エマルションであれば２０～５０℃程度で処理を行うこ
とが好ましい。
　後述の凝結剤による処理温度についても同様である。
【００３３】
　フェノール系樹脂を用いる油水分離は、油水分離槽を用いて行うことができる。フェノ
ール系樹脂は、油水分離槽に添加してもよく、油水分離槽へのｏ／ｗ型エマルションの移
送配管にライン注入してもよい。油水分離槽は、特別な槽である必要はなく、油層と水層
とを分離することができるものであればよい。
【００３４】
［凝結剤］
　本発明ではフェノール樹脂に加えて凝結剤を添加することで油水分離効果を改善するこ
とができる。凝結剤としては無機凝結剤であっても有機凝結剤であってもよく、これらを
組み合わせて用いてももよい。
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【００３５】
　無機凝結剤としては、例えばポリ塩化アルミニム、硫酸アルミニウム等のアルミニウム
系凝結剤、塩化第二鉄、硫酸第一鉄、ポリ硫酸鉄等の鉄系凝結剤、その他一般の水処理で
用いられている多価金属塩系凝結剤などが挙げられる。これら無機凝結剤は１種を単独で
用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３６】
　有機凝結剤としては、カチオン性のものが好ましく、例えばジメチルジアリルアンモニ
ウムクロリド重合物、アルキルアミン－エピクロルヒドリン縮合物、エチレンイミン重合
物、アルキレンジクロリド－ポリアルキレンポリアミン縮合物、ジメチルアミノエチルア
クリレート重合物、ジメチルアミノエチルメタクリレート系重合物、ポリビニルアミジン
などのカチオン性有機高分子化合物を挙げることができる。これらの有機凝結剤は１種を
単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３７】
　これらの凝結剤は、フェノール系樹脂と同様に分離した油中に混入するため、分離油分
の再利用の観点から、無機凝結剤よりも有機凝結剤を用いることが望ましい。
　これらの凝結剤の使用形態については特に制限はなく、水溶液状、懸濁液状、乳化液状
のいずれであってもよいが、０．１～５０重量％程度の水溶液として用いることが好まし
い。
【００３８】
　凝結剤の添加量は、用いる凝結剤の種類やｏ／ｗ型エマルションの油分濃度等によって
も異なるが、有機凝結剤であれば、ｏ／ｗ型エマルションに対して通常０．０５～１５０
ｍｇ／Ｌ、好ましくは０．２５～７５ｍｇ／Ｌ、特に好ましくは０．５～１５ｍｇ／Ｌで
、ｏ／ｗ型エマルション中の油分に対して通常１～２００重量％、好ましくは５～１００
重量％である。
　また、無機凝結剤であれば、ｏ／ｗ型エマルションに対して通常１０～１０００ｍｇ／
Ｌ、好ましくは１００～５００ｍｇ／Ｌで、ｏ／ｗ型エマルション中の油分に対して通常
１００～５０００重量％、好ましくは２００～１０００重量％である。
　フェノール系樹脂と凝結剤の添加比率については制限はないが、フェノール系樹脂と有
機凝結剤の有効成分の重量比は１００：５～１００程度が望ましく、特に１００：３０～
８０程度が好ましい。また、フェノール系樹脂と無機凝結剤の有効成分の重量比は１００
：１００～５０００程度が好ましく、特に１００：１０００～３０００程度が好ましい。
　凝結剤の添加量が少な過ぎると、これらの凝結剤を併用することによる油水分離性の改
善効果を十分に得ることができず、多過ぎても添加量に見合う効果は得られず、薬剤コス
ト、分離回収した油分中への混入の面で好ましくない。
【００３９】
　ｏ／ｗ型エマルションへのフェノール系樹脂と凝結剤の添加順序に特に制限はないが、
フェノール系樹脂と凝結剤の添加を同時に行うか、フェノール系樹脂を添加した後に凝結
剤を添加することが望ましく、特に、フェノール系樹脂を添加した後凝結剤を添加するこ
とが好ましい。フェノール系樹脂よりも凝結剤を先に添加すると、フェノール系樹脂とエ
マルション中の油滴との反応が阻害されるおそれがある。
【００４０】
　ｏ／ｗ型エマルションにフェノール系樹脂と凝結剤とを同時に添加する場合は、前述の
フェノール系樹脂の添加処理時に、フェノール系樹脂と共に所定量の凝結剤を添加して撹
拌、静置すればよい。
【００４１】
　ｏ／ｗ型エマルションにフェノール系樹脂と凝結剤とを別々に添加する場合、特にフェ
ノール系樹脂添加後に凝結剤を添加する場合は、前述の条件でｏ／ｗ型エマルションにフ
ェノール系樹脂を添加して撹拌した後、所定量の凝結剤を添加して１秒～１０分程度撹拌
し、その後静置する。この処理は、同一の油水分離槽を用いてバッチ式で行ってもよく、
フェノール系樹脂による処理槽とその後段の凝結剤による処理槽とで連続的に行ってもよ
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い。この場合、前段の処理槽にｏ／ｗ型エマルションを導入してフェノール系樹脂を添加
して所定時間撹拌し、この処理水を更に後段の油水分離槽に移送して凝結剤を添加して所
定時間撹拌し、その後静置すればよい。フェノール系樹脂、凝結剤のいずれも、処理槽に
添加してもよく、ｏ／ｗ型エマルションの移送配管にライン注入してもよい。
【００４２】
　フェノール系樹脂と共に凝結剤を併用することにより、油水分離を促進して短時間で油
水分離を行うことができるため、静置時間を大幅に短縮することができ、約５分程度の静
置であっても十分な油水分離効果を得ることができるようになる。従って、フェノール系
樹脂と凝結剤とを併用する場合の静置時間は５分以上とすることが好ましい。
【００４３】
［ｏ／ｗ型エマルション用油水分離剤］
　本発明のｏ／ｗ型エマルション用油水分離剤は、上述のフェノール系樹脂、或いはフェ
ノール系樹脂と凝結剤とを含有するものであり、フェノール系樹脂を含むｏ／ｗ型エマル
ション用油水分離剤は、前述の通り、好ましくは、前述のアルカリ水溶液として使用され
る。
【００４４】
　また、フェノール系樹脂と凝結剤、好ましくは有機凝結剤を含む本発明のｏ／ｗ型エマ
ルション用油水分離剤は、これらが一剤化されたものであってもよく、別々に供給される
ものであってもよいが、前述のフェノール系樹脂と凝結剤との好適な使用割合となるよう
にこれらを含むものであることが好ましい。
【実施例】
【００４５】
　以下に実施例及び比較例を挙げて本発明をより具体的に説明する。
【００４６】
［処理対象ｏ／ｗ型エマルション］
　以下の実施例及び比較例で処理したｏ／ｗ型エマルションは、製鉄所コークス炉のター
ルデカンター出口の廃安水（油分濃度約１００ｍｇ／Ｌ、以下「廃安水」と称す。）と、
製油所のＦＣＣから排出されストリッパーに供給される排水（油分濃度約５０ｍｇ／Ｌ、
以下「ＦＣＣ排水ストリッパー原水」と称す。）である。
【００４７】
［処理薬剤］
　処理薬剤としては以下のものを用いた。
【００４８】
＜フェノール系樹脂＞
　フェノール系樹脂１：ポリビニルフェノール（重量平均分子量９２００）
　フェノール系樹脂２：特開２０１３－２５５９２３号公報に記載の製法により得たフェ
ノール・ホルムアルデヒド縮合物（重量平均分子量７５００）
　上記のフェノール系樹脂は３重量％の水酸化ナトリウム水溶液として用いた。
【００４９】
＜有機凝結剤＞
　有機凝結剤１：ジメチルアミン・エピクロルヒドリン縮合物（重量平均分子量１０万）
【００５０】
＜無機凝結剤＞
　無機凝結剤１：１８重量％硫酸アルミニウム水溶液
【００５１】
＜低分子量ポリマー＞
　低分子量ポリマー１：ポリアクリル酸ソーダ（重量平均分子量６０００）
【００５２】
＜界面活性剤＞
　界面活性剤１：ポリオキシエチレンアルキルエーテル（ＨＬＢ８．０、三洋化成社製「
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　界面活性剤２：ポリオキシエチレンアルキルエーテル（ＨＬＢ１３．２、三洋化成社製
「サンノニックＳＳ－９０」）
　界面活性剤３：ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマー（三洋化成
社製「ニューポールＰＥ－６２」）
　界面活性剤４：ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマー（三洋化成
社製「ニューポールＰＥ－６８」）
　界面活性剤５：アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム（三洋化成社製「
サンデットＡＬＨ」）
【００５３】
［試験方法］
　油水分離性の試験方法は以下の通りである。
（１）試験対象のｏ／ｗ型エマルションを１００ｍｌ比色管に分取し、廃安水は７０℃、
ＦＣＣ排水ストリッパー原水は３０℃の恒温槽にそれぞれ３０分静置した。
（２）処理薬剤（処理薬剤１）を所定濃度添加し１０秒撹拌した。
（３）処理薬剤を２種類使う場合は、再度処理薬剤（処理薬剤２）を所定濃度添加し１０
秒撹拌した。
（４）その後、廃安水は７０℃の恒温槽で、ＦＣＣ排水ストリッパー原水は３０℃の恒温
槽で所定時間（この時間を「試験時間」と称す。）静置した。
（５）所定の時間が経過した後、スポイトで中間層の水を採取し濁度を測定した。
　濁度計としてはＨＡＣＨ社製濁度計２１００Ｐを使用した。
　濁度が小さい程油水分離性に優れる。また、試験時間が短い程油水分離性に優れる。
【００５４】
［実施例Ｉ－１～６、比較例Ｉ－１～１１］
　廃安水に、表１に示す処理薬剤（処理薬剤１，処理薬剤２）を表１に示す添加濃度で添
加し（ただし、比較例Ｉ－１では処理薬剤添加せず。）、上記の試験方法に従って、表１
に示す試験時間で試験を行った。
　濁度の測定結果を表１に示す。
【００５５】
［実施例II－１～６、比較例II－１～１１］
　ＦＣＣ排水ストリッパー原水に、表２に示す処理薬剤（処理薬剤１，処理薬剤２）を表
２に示す添加濃度で添加し（ただし、比較例II－１では処理薬剤添加せず。）、上記の試
験方法に従って、表２に示す試験時間で試験を行った。
　濁度の測定結果を表２に示す。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
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【表２】

【００５８】
　表１，２より明らかなように、いずれのｏ／ｗ型エマルションにおいても、フェノール
系樹脂を添加することにより効率的に油水分離を行うことができ、特に、フェノール系樹
脂と有機凝結剤又は無機凝結剤、とりわけ有機凝結剤を併用した場合には、フェノール系
樹脂単独の場合に比べて油水分離性が更に向上する。
　フェノール系樹脂と有機凝結剤又は無機凝結剤とを併用した実施例Ｉ－５，６及び実施
例II－５，６における油水分離速度は非常に速く、試験時間５～１０分程度でも外観上は
良好に油水分離されていた。
【要約】
【課題】製鉄所コークス炉で発生する廃安水、製油所の常圧蒸留装置、ＦＣＣ、ＲＦＣＣ
、デソルター排水などの、タールや原油由来の成分がｏ／ｗ型エマルションを形成してい
る水を効率的に油水分離する。
【解決手段】タール及び／又は原油由来の成分を含むｏ／ｗ型エマルションに、フェノー
ル系樹脂を添加するｏ／ｗ型エマルションの油水分離方法。好ましくは更に、凝結剤、特
に好ましくは有機凝結剤を添加する。フェノール系樹脂の添加で短時間で効率的に油水分
離することができ、油分の混入の少ない処理水を得ることができる。フェノール系樹脂は
無機物質ではないため、分離油分に混入しても問題なく分離油分を再利用することができ
る。
【選択図】なし
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